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論文内容の要旨
本論文は，フランスを中心に据えて， 16世紀ヨーロッパの長期的な物価騰貴(価格革命)を研究対
象として，この時代のヨーロッパの経済構造と変動の基本的諸側面をできるだけ数量的に追求するこ
とを課題にしたものであり，生産量や取引量に関する知識の十分でないプレ・スタティスティクな時
代の，経済発展の指標としてもっとも主要な物価の動きを通して，総体的な経済の動きをとらえよう
とする物価史のひとつの試みとして書かれたものである。また，本論文は，貨幣的諸事実の動きを一
般的な経済活動の諸指標との関係のなかで説明しようと試みることによって，新しい貨幣史の立場を
呈示しようとしたものである。
本論文は第 I部「価格革命の若干の問題」第 H部「フランスの物価」第皿部「フランスの貨幣」の
三部からなる。第 I部では，価格革命の現象を近代経済理論の分析道具を使用して説明することによ
って，価格革命研究の問題の所在をあきらかにした。すなわち，第 1 章「価格革命と貨幣数量説」に
おいては， 16世紀ヨーロッパの長期的な物価騰貴の現象を理解するにあたって貨幣数量説の有効性を
検討し，そのことをつうじて価格革命における貨幣的要因の重要性を強調し，この時代の経済構造と
古典的な形態における貨幣数量説が妥当しやすかった貨幣的条件をあきらかにした。ついで，第 2 章
「相対価格の変化と人口圧」では，価格革命にわいてみられた相対価格の変化(実質賃金の低下，農
工産物の相対価格の変化，地代の顕著な上昇)を作業仮説としての人口増加と結び、つけて論じ，アメ
リカ大陸産貴金属の流入に先んじて，この時代の経済発展の第一波としての人口圧の重要性を喚起し
た。さらに，相対価格が農業よりも工業にとって不利に変化していたことを論証して，賃金ラッグに
よる利潤インフレーションをこの時代の工業躍進の原因と主張するハミルトン・テーゼを批判し，第
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3 章「ハミルトン・テーゼをめぐって」においては，ハミルトン・テーゼにたいする諸批判をサーヴ
ェイしたうえ，価格革命時代の物価の動きと工業発展との関係を説明するための試論を示した。第 4
章「価格革命の原因」にむいては，貴金属流入による貨幣数量の増加と人口圧を価格革命の原因と考
えるにさいしての問題点を指摘し これら二要因以外の諸原因の作用を認める説明に道をひらいた。
最後に，第 5 章「物価史の技術的問題」では，物価史の研究に必要な諸手続きを論じた。
第 E部では，第 6 章「パリの穀物価格」第 7 章「ドフィネの物価」第 8 章「ドゥエの物価」第 9 章
「トゥルーズの物価」第10章「オルレアンの物価」第11章「物価と賃金」第12章「地代の動き」第13
章「人口増加と穀物価格」にむいて，価格革命期フランスの諸地方について得られた物価史料の実証
的，統計的分析を基礎として，第 I部の理論的分析によってあきらかにした諸問題を検証した。第13
章では，また，人口増加に伴う都市の成長と穀物価格の短期変動との関係を理論的，実証的に論じた。
第14章「物価の動きの地域比較」においては，フランスの諸地域間の穀物価格の水準，長期趨勢，短
期変動の比較を試みて， 16世紀の商業活動の性格を推論した。さらに，第15章「物価の変動と趨勢の
問題」においては，第 6 ~14章の分析にもとづいて， 16世紀フランスの物価の動きにキッチン・サイ
クル，ジュグラー・サイクル，コンドラチェフ波動の対応物を探り，これらの物価の動きの原因を論
じつつ，この時代の経済構造と変動の特徴をあきらかにした。
第田部では，第 I部であきらかにした価格革命における貨幣的要因の重要性から，まず\第16章「貨
幣制度と貨幣鋳造」において， 16世紀フランスの貨幣制度を説明し，各造幣所の貨幣鋳造額の動きを
検討した。つぎに，第17章「貨幣相場の変更」においては，この時代をつうりて頻繁におこなわれた
貨幣相場変更の意義，そのメカニズムをあきらかにし，その原因を分析して，とくに，この問題にお
ける外国貨幣流通の重要性に言及し，さらに，貨幣相場の変更と物価騰貴ならび、に経済発展との関係
を論じて，価格革命の貨幣的経済像を明確にした。第18章「計算貨幣制度の意味」においては，この
時代の貨幣制度の基盤であった計算貨幣制度の歴史と機能を論じ，貨幣政策の重要な手段としてそれ
がもちえた全体的な意味をあきらかにした。第19章「貨幣・物価論争」にわいては，貨幣と物価に関
する同時代の二つの論争を紹介し，貨幣政策におけるその役割を示し，貨幣理論史におけるその位置
づけを試みた。そして，第20章「計算貨幣制度の廃止」では，貨幣的混乱と物価騰貴に終止符を打つ
ために実施された1577年の貨幣改革をめぐる諸事情を論述し， 16世紀末葉のフランスにおける貨幣と
物価の動きを検討した。最終章「貨幣流通と経済活動」においては， 16世紀全体をつうじてのフラン
スの貨幣流通の展開を追い，貨幣的景況の分析をつうじて， 16世紀中葉の“不況"の実体をあきらか
にし，この時代の経済変動と経済発展にむける貨幣の役割に照明をあてた。
論文の審査結果の要旨
本論文は近代資本主義形成の歴史的諸条件を作り出した商業革命の重要な一環をなす価格革命の研
究である。本研究はフランスを中心として， 16世紀における物価変動の分析を通じて，経済全体の動
- 5 -
向を理論的・実証的に把握しようとした物価史研究上の画期的な業績であり，同時にまた貨幣的諸事
実の変遷を経済活動一般との関係において説明することにより，従来の銭貨史学から完全に脱脚した
新しい貨幣史研究の在り方を提示した意欲的な業績である。
とくに理論的には価格革命の原因に関し，貨幣理論の発達を考慮、に入れつつ，貨幣数量説やその批
判説を精密に吟味して独自の立場を明らかにし，実証的にはフランス現地の第一次的史料を駆使して
統計的なデータを導き出し，それをもって立論の根拠としているが，これらは本研究の他に類をみな
い長所といえよう。
近年における経済史学界の課題のーっとして，近代経済理論と経済史学の接近をはかり，経済史研
究に数量的方法を導入して，いわゆる数量経済史の方法を確立することの必要性が説かれているが，
本論文はまさにこれらの課題にこたえる先駆的な研究業績である。
本研究は新しい分野を開拓して，物価史に関する研究水準の向上に貢献すること極めて多大である。
従ってこの業績は経済学博士の学位に十分値するものと判定する。
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